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蒲
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郡
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に
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け
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稲
山
崎

瑞
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関
係
に
よ
る
不
稔
現
象
に
就
さ
て
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考
察

笠

原

安

夫

一

緒

育

折
損
順
中
浦
肘
耶
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に
於
て
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来
偉
山
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し
て
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増
せ
る
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山
崎
紺
が
昭
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六
年
に
於
て
L
t
八
卜
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に
t;
甘

地
の
不
稔
の

乃
め
に
収
藍
竹
無
の
状
態
と
な
-
た
-
｡
此
不
稔
税
毅
の
棚
因
北
に
封
発
に
つ
き
々
仰
研
究
桝
は
常
識
邦
出
介
よ
り
研
究
を
伏
耕
さ
れ
た
る

に
よ
り
子
竹叶
丑
に
調
布
を
〓
ひ
山
っ
増
加
を
試
み
ん
と
す
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山
北
地
iカ
に
於
て
は
誠
組
の
加
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が
兆
の
年
の
稲
作
の
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･t凶
を
左
右
し
砕
鉱
が
収
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を
激
減
す
る
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と
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淵
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よ
れ
ば

｢
明
治
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十
八
坤
に
於
て
は
琳
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舞
低
価
に
し
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天
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組
し
日
照
時
糊
少
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概
し
て
範
倣
甚
だ
不
仙
な
-
Q
殊
に
東
北
地
方

に
於
て
水
桁
S
(苛
小
山
も
射
滋
な
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ざ
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研
き
た
る
璃
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収
縫
線
憩
に
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城
鵬
八
割
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脂
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別
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判
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の
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よ
り
減
収
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り
と
叉
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な
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伽
は
明
清
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卜
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度
に
於
て
も
あ

-
た
-
｡
而
し

て
桐
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柿
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な
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あ
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に
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減
収
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た
り
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蛸
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於
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収
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近
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な
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た
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あ
-
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し
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す
る
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り
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あ
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と
述
べ
た
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紺
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不
稔
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即
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逝
仰
性
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に
あ
ら
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し
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か
-
嵐
姐
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嬰
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よ
る
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時
的
現
象
と
思
惟
せ
ら
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な
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兆
し
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な
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三
､
同
郡
鼻
音
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報
告
に
よ
る
生
育
並
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栽
噂
過
程

(
こ
播
郁
瑚
=
平
年
五
月
三
日
'
六
年
度
先
月

一
日

(
二
)枯
付
糊
-
平
年
六
月
五
日

-
七
日
'
六
年
度
六
月
五
円

(
≡
)川
轍
矧
=
平
年
七
月
ニ
｢十
日
へ
六
年
度
八
月
七
日
'
仰
し
特
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分
岐
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八
月
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た
り
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-
六
坪
庭
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軸
は
押
し

-
迎
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憤
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梢
廿
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岱
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第
二
衷
三
表
地
衣
に
よ
れ
ば
昭
和
五
年
度
は
平
年
と
気
湿
'
日
照
時
数
'
搬
庇
竿
if
発
な
し
'
然
る
に
六
年
度
は
足
等
と
辞
し
き
発
異
あ

り
て
束
候
の
硬
調
を
兼
は
す
｡
故
に
昭
和
六
年
度
と
充
年
度
の
戴

象
状
態
を
山
的
相
生
市
制
m
申
州
別
に
隅
別
し
て
比
摸
せ
ば
攻
の
如
し
｡

〓
)
射

弧

の

状

態

(筋
一柑
)

政
市
範
泡
=
常
に
六
年
度
が
末
年
庇
よ
り
二
八
要

t誕

低
温
な
-
0

収
低
射
池
=
常
に
･六
年
度
が
五
年
度
･Li
り

1
八
重

7.+<
皮
化
脱
な
り
O

平
均
試
組
･I

常
に
六
年
度
が
先
咋
虻
よ
-

l
乃
至

二
度
概
況
な
り
｡

〈
ロ
)六
月
中
旬
よ
り
六
月
下
旬
迄
の
栽
弧
状
接

収

砧

気
組
'
山
牝
崩
組
'
中
也
気

組
共
に
六
年
度
が
低
組
の
帖
父
は
高
塩
の
帖
あ
も

て
:･'*脱
の
差
的
少
し
｡

･(
ハ
)七
月
上
旬
よ
-
七
八
下
旬
迄
の
‥.J*
脱
状
態

側
軸
六
隼
析

出碗出
川
脱
拙
内
に
爪
け
る
-i
桐
山
仰

望

仇

爪払
係
に
と
る
不
稔
別
姓
に
搬
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塘
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昭
和
六
咋
節
捌
櫛
巾
細
腕
郡
内
に
於
け
る
申
桐
山

桁
取
払
穐
欄
係
に
よ
る
不
稔
現
笹
に
甜
き
て
の
藁

〓
ハ○

山
崎
拓
の
生
育
中
帖
に
緊
la
な
る
こ
の
現
川
堅

ハ
年
度
の

射
組
に
著
し
き
礎
訓
を
死
し
釦
る
低
温
な
-
o
･K
坪
庭
の
壁

材
:R
弧
と
元
年
度

の
山
低
射
脱
と
同
税
鹿
の
範
池
に
し
て
越
し
資
に
至
れ
ば
六
年
度
の
山
前
窺
脱
が
五
年
度
の
山
低
貌
況
よ
-
低
弧
の
咋
あ
-
o

叔
高
気
温
-
五
年
度
に
は
二
五
度
乃
至
三

1
鹿
に
て
六
年
度
に
は
二

1
度
乃
至
二
五
度
な
-
六
年
度
が
花
年
度
よ
-
低
氾
な
る
こ
と
常
に

■畑
庇
乃
至
五
度
な
-
C

批
倣
範
況
=

五
年
に
は
二

1
度
乃
室
ニ
ー川
底
に
し
て
六
咋
皮
に
は

〓
ハ
度
乃
至

l
九
度
な
-
常
に
六
年
度
が
先
年
鹿
よ
-
代
氾
な
る
こ
と

､胸
腔
乃
至
五
度
な
-
O

や
均
菊
池
=
五
年
度
に
は
二
二
度
乃
至
二
七
度
に
し
て
六
年
度
に
は

1
八
度
乃
至
二
二
度
な
-
｣ハ
年
度
が
五
年
匪
よ
-
常
に
低
弧
な
る
こ

と
蛸
庇
乃
至
先
度
な
-
0

以
て
如
何
に
低
組
な
る
か
を
範
ふ
こ
と
を
得
｡

∧
こ

八
月
上
旬
よ
り
八
月
下
旬
の
硫
脱
状
態

六
年
度
は
七
月
人
口
迄
前
記
の
如
-
菅
し
き
低
温
な
-
L
が
非
後
急
泡
に
即
ち
=.3
㍍
束
沼
に
於
て

1
雌
六
･川
雌

'
=E
低
気
混
川
･先
度
'

平
均
気
温
に
て
三
｡
五
度
の
砧
泊
に
昇
-
平
年
の
状
態
(
.,+
年
よ
-
少
し
-
鵡
脱
)に
逢
せ
-
｡

比
の
高
視
は
七
月
上
旬
よ
-
tL
旬
の
低
温
と

共
に
招
生
育
に
変
態
的
影
轡
を
輿

へ
し
こ
と
は
容
易
に
考

へ
ら
る
1
な
-
0

(
二
)R
m
時
政
､
M
n:.i
.
温
度
の
状
態

(節
二
間
)

･(
イ
)
五
月
中
旬
よ
-
六
月
下
旬
迄
=

日
照
時
数
は
或
る
時
期
は
五
年
度
が
i<
六
年
度
小
に
し
て
或
る
時
制
に
て
は
六
年
虻
六
五
年
度
小
と
な

-

て
各
時
期
に
よ
-
て
五
年
度
と
六
年
度
は
邦
典
あ
-
て
一
概
に
論
す
る
を
得
ず
'
而
し
て

一
般
に
六
年
比
が
小
な
る
が
如
し
0
両
丑
'
触
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よ
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は
iハ
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於
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机
る
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併
し
軒

叫
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於
て
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差
少
-
し
て
邸
ろ
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て
悶
丑

多
L
o
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れ
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封
降
水
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六
年
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的
天
小
:i-.火
酢
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た
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た
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に
口
肘
特
赦
少
-
し
て
低
温
な
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が
如
し
'
温
度
は
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年
度

Ftm
時

赦
少
き
に
も
拘
ら
す
茄
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よ
り
搬
腔
小
な
-
O
而
し
て
八
〃
よ
=
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京
損
と
川
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照
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急
激
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｡
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六
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雌
M
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け
る
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山
顎

敗
紬
係
に
よ
る
イ
稔
税
政
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き
て
の
姦

害

心
･
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訂
十
重

〓

声
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か
8
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O
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か
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寧
日
L
d
岩
壁
日
和
b
叫
か

か8
吋

,i
tヰ
〇

五
､
山
崎
構
出
穂
遅
延
と
不
稔
現
象
の
考
察

州
紬
切
は
-3
･
年
に
て
は
七
月
人
目
な
り
轍
の
形
成
始
制
は
そ
れ
よ
-
約
二
〇
口
前
な
り
｡
六
乍
庇
に
て
は
此
山
時
制
よ
-
即
ち
七
月
上
旬

よ
り
下
旬
の
低
温
'
=
似
時
政
の
仲
少
が
i(
い
に
城
の
形
成
に
形

轡
を
及
し
た
る
も
の
と
考

へ
ら
る
｡
紬
の
形
成
姉
川
前
迄
の
如
池
仰げ
に
よ

り
て
推
察
す
れ
ば
中
年
と
紬
の
形
成
始
糊
は
吊
糊
な
る
が
如
き
も
形
成
後

の
低
温
と
日
脚
時
敬
の
仰
少
に
よ
=1
て
川
紬
を
迎
延
せ
し
め
十
年

に
は
七
月

三
〇
日
的
な
る
も
六
年
腔
に
は
八
月
七
日
.i'-
に
川
柚
し
た
る
も
の
と
巧

へ
ら
る
而
し
て
仕
組
の
灼
め
に
後
背
不
充
分
に
し
て
十
分

稔
賢
す
る
こ
と
能
は
ず
し
て
不
稔
粒
を
多
-
生
じ
た
る
も
の
と
抑
･軍
'T
る
こ
と
を
得
'
而
し
て
山
崎
砧
の
如
-
小
生
相
に
此
の
税
政
が
多
-

し
て
中
'
晩
桁
に
少
き
比
気
低
の
状
態
と
精
生
育
の
過
程
と
の
脚
係
に
よ
る
も
の
に
し
て
早
生
組
が
斯
る
日
独
迎
延
及
不
稔
硯
毅
の
影
野
を

被
る
に
通
常
し
た
る
な
り
O
又
山
崎
相
に
多
き
は
他
の
早
年
純
に
比
し
て
低
塩
祇
拭
性
が
朗
き
も
の
と
認
め
ら
る
｡

大
'
特
異
分
横
に
封
す
る
考
察

山
崎
拓
の
不
稔
を
T
小せ
る
も
の
は
大
鞘
分
相
輿
分
粒
を
具
せ
-
.
而
し
て
付
輩
に
此
し
て
姫
に
不
稔
ル
,合
多
き
を
認
む
｡
桁
が
特
R
'分
枝



を
生
す
る
は
(
〓

成
liX
'=ii｡
蟻
な
る
帖
1-1
に
川
面
深
-
水
を
溝

へ
た
る
畔

(
以
水
成
静
の
結
果
目
地
前

一
〇
日
～
二
〇
H
m

のも
の
は
こ
の
分

捜
す
る
こ
と
多
し
)
は
帖
場
に
於
て
も
情
炎
分
根
を
往
々
兄
受
-
る
な
り
｡
昭
和
六
年
に
常
桝
究
桝
の
水
日
の
水
深
の
輝
き
場
所
'
溝
に
f
il

育
せ
し
桁
は
例
外
無
-
特
輿
分
根
を
認
め
た
=1
｡
(
l
i)捻
挫
せ
ん
と
す
る
畔
;
即
を
新
起
し
て
柴
草

の
順
調
を
妨
げ
た
る
時
又
は
糊
花
後
小

幡

に
過
多
の
肥
料

(
殊
に
確
楽
節
)
を
施
し
た
る
暢
今
竹叶
に
も
化
を
目
せ
ど
も
-;
崎
棚
の
.<
稔
批
象
は
次
の
加
-
努
ふ
る
が
璃
常
と
川
仙
椎
せ

ら
る
な
り
｡

昭
和
九
年
賞
研
究
所

に
て
謙
JT(i
支
場
.rL
生
十
六
醍
申
突
然
礎
蛸
に
よ
り
て
牡
じ
た
る
桁
妹

の
雌
銘
は
全
部
退
化
し
た
ろ
円
め
に
完
全
な
る

r-

不
緑
精
た
り
し
｡
普
通
の
倣
･E
立
場
小
姓
十
山ハ
根
は
八
月

i
八
日
頃
に
‖
総
桐
花
を
な
し
特
異
分
杜
を
よ
せ
る
こ
と
た
か
り
L
も
こ
の
攻
然

経
典

に
よ
-
て
生
じ
た
る
不
稔
桁
は
八
月

l
八
日
頃
開
花
し
束
に

1
0
日
後

の
八
〃
二

八
日
頃
よ
り
特
鎚
分
粒
を
銘
じ
て
LiTf*温
む
許
す
冊
門

興
分
化
を
如
け
て
侶
地
肌
化
せ
-
Q
こ
れ
出
し
昭
択
分
枝

の
;
旭
は
須

一
次
に
関
北
せ
ろ
旭

へ
相
戦
の

緒
)
が
脚
嘩
'+
I:此
争
い
巧
め
に
稔
tT

せ
ぎ
-
L
が
指
に
桁
他
-M
の
丑
分
が
過
剰
に
什
作
し
け

つ早
桁な
る
に
よ
-
I.E
轍
も
通
常
な
る
故
地
L
欄

の
分
間
許
が
伸
正

して
朋
油
分
杜

を
な
し
た
る
も

の
と
考

へ
ら
る
凸
文
雄
叫
に
生
せ
し
不
稔
桁
を
越
乍
す
る
椙

に
濃
l:粥
に
て
生
育
さ
せ
L
も

わ
も
こ
れ
と
同
様
な
ろ
粕
川八
分
杜

を
よ
し
端
杓
二
期
精
の
中
に
て
刷
場
に
て
十
分
稔
坪
せ
ざ
る
も

りを
温
室

に
て
栽
托
せ
し
時
に
も
特
=･L'分
相
を
=訳
せ
-
O

此

6.7の訓
･.#
よ
り
粧
し
て
仙
崎
据

わ昭
雄
分
技
は
七
八
中

の揖
保
鍵
訓

の
矯
め
に
==
帖
渥
延
を
如
し
稔
作
不
充
分
な
る
に
も
拘
ら
ず
気
化

が

1
射
し
て
昭
に
復
し
不
稔

のn
め
に
関
内
に
末
光
荘
分
が
婚
存

せ
る
と
環
境
が
良
好
に
復
せ
L
と

〃用
め
に
生
育
良
好
と
な
-
て
鼓
に
分

技
を
な
し
た
る
な
ら
ん
然
る
に
比
に
畔
糊
混
-
し
て
最
早
や
分
枝
の
組
は
十
分
に
稔
:ii
す
る
こ
と
傭
は
ず
し
て
そ
の
柚
が
殆
ん
ど
全
部
.<
稔

粍
と
な
り
た
る
な
り
と
瑠
察
せ
ら
る
｡

昭
和
六
年
新
患

小
鞘
瓜
郡
内
に
爪
け
る
hl
相
山
繋

m
係
に
上
る
小
指
瑚
俄
に
拙
さ
て
の
轄
㍍



昭
和
｣ハ隼
新
はJ
悌

ロー1印
㍍
邸
内
に
於
け
る
中

桁

山
崎
tif
33
;飽

係
に
よ
る
不

柑
視
距
に
蹴
き
て
の
考
群

七
､
栽

噂

上

の
封

算

二
ハ川

前
述
の
如
-
大
峡
に
仰
囚
す
る
も
の
は
不
可
抗
力
な
る
故
に
如
何
と
も
な
し
付
す
只
以
後
低
組
に
抵
抗
力
の
鋸
き
‖川
棚
を
選
稚
す
る
よ
り

他
な
し
｡
さ
れ
ど
'Li(
恢
以
外
の
仰
閃
例

へ
は
桁
の
生
育
後
期
の
一
時
的
深
水
又
は
配
水
称
に
よ
る
も
戒
.性
越
だ
地
き
施
肥
も
不
稔
粒
を
牝
じ

分
枝
を
生
す
る
が
枚
に
北
等
の
障
･.iS
を
除
-
こ
と
に
建
設
す
る
こ
と
肝
要
な
り
｡

八
､
摘

t
'
昭
和
六
年
度
薪
的
頗
中
和l
仰
郡
内
に
於
け
る
伽
;+
生
研
削
に
山
崎
獄
が
七
'
八
十
町
歩
に
TA
り
て
日
独
辿
れ
帯
し
き
不
稔
現
象
非
に
粘

興
分
枝
を
北
じ
収
睦
皆
無
の
状
態
と
な
れ
-
C

二
'
右
肘
椿
明
紀
延
*
Tに
不
稔
現
象
は
気
化
の
不
調
に
よ
.<
る
も
の
に
し
て
柵
に
七
月
中
の
射
弧
の
低
下
と
R
E
=相
川

の仰
少
と
に
よ
る
ち

の
な
-
と
推
定
し
得
ら
る
｡

三
へ
右
不
能
以
象
を
よ
せ
る
難
は
+､
部
分
枇
=<
分
枝
を
な
せ
-
Q

四
へ
貼
興
分
枝
の
鴬
め
に
不
稔
現
象
を
生
せ
る
に
あ
ら
す

し
て
不
砧
の
瑞
め
に
耶
内
の
輩
分
地
刺
を
雑
し
加
ふ
る
に
八
月
よ
-
急
激
な
る
気

組
の
恢
複
に
よ
-
て
環
･in

轡
し
て
良
好
と
な
-
た
る
拍
め
に
肌
班
分
粒
を
起
し
た
る
な
-
｡
然
れ
ど
も
既
に
時
制
を
失
し
た
る
に
よ
り

母
葬
よ
-
ち
.q
に
多
-
の
不
稔
粒
を
生
じ
た
る
も
の
と
;
j
署
さ
る
｡

五
､
栽
棉
上
の
射
場
と
し
て
は
範
帖
に
よ
る
も
の
は
不
可
抗
力
な
る
に
よ
り
如
何
と
も
な
し
得
ず
TtJれ
ど
.i.:i
水
或
は
深
爪
と
さ
れ
し
桁
及
桁



生
育
後
朋
の
施
肥
吋7
に
も
肘
は

な
る
税
政

を
規
す

が
故

に
此
竹
叶
に
.･.禁
Jj
す

る
こ
と
肝

炎
な
り

と
す
O

文

(
こ
岩
淵
臣

旧

(二
日意
地

詔

H
H

nL

煎
北
粕
方
の
凶
作
と
紹
抑
軌
の
雌
枠

大
日
太
虚
相

即

邦
廿
川
批

l-

1
茄
切

:I
的
ニ
;<
年

二
万

水
槽
の
稔
S_l
h
に
馳
す
る
任
州別
払
机
力
と
㍍
水
悩
抗
力
の
防

備

円
木
作
物
堤
門
託

小

節
二
転
第

一
耽

ニ

T九
昏

昭
和
六
竺

1.月

本

文
,tt1時

す
る
に
,.'==り
山心御
礼
傭
山
大
桃
川
士
に
笥

た
る
劉
現

を
限
り
肋
に

1
仇
)望

八氏
よ
り
恨
訳
か
料
を
乱
八へ
ら
か
し
椛
に
棚
ん
で
は
謝
の
誌
を
表
す

(相
和
七
年
蕃
月
こ
日

大
厭
態

附
託
析
)

糊
剤
六
Tt
新
出
櫛
叫
抽
脈
排
<;
に
机
け
ろ
り
桐
山
柿
駈

撮

関

係
に
ょ
る
小
松
別
姓
に
戚
さ
て
の
iL.LhTS




